
①アセンダント・魚座　　※アセンダント…第一印象、セルフイメージ 
スタジオに来た人が抱く第一印象は柔軟な対応でやりたいことを幅広く受け入れてくれる。また「あ
れができそう」「これができそう」とインスピレーションをかき立てる場所。(過去の広報誌参照) 
　 
②太陽・水瓶座、11ハウス 
この場所から今までになかった新しいコミュニティや文化を作り上げたい。ひとりで学ぶより複数人
で知識や情報を磨いて、より良いものを築いていきたいという理想がある。そのためには何が必要な
のか考え続けて、目標達成のためには貪欲に意欲を燃やし続けるタイプ。自分自身も行動し変わり続
ける(③火星＆天王星・牡羊座、1ハウス) 

④月・天秤座、7ハウス 
人と関わり合う中で様々な考えに触れて自分を成長させることを大事にしたい。自ら道を切り開いて
運を味方につける組み合わせも持っているので、運を運んでくるのは自分とは別の誰かだって本質的
にわかっているのかも。 

⑤木星＆金星(＆MC)・射手座、9ハウス 
何をもって自分を成長させたいかは、知識をより増やすこと・磨くこと。それを広く発信したい、ア
ウトプットして成果を盤石なものにしていく。発信する、実践の場、機会の提供の意味合いが大きい
とも読める。 

　ホロスコープをみて感じる印象は、人と話す(議論を交わす)のが大好き、スピーディーに熱を絶やさ
ず進んでいき自分を変えていきたい。最初に与える柔らかい印象とは裏腹に中身はゴリゴリに熱い想
いを持っているけど、自立していて意外にドライなところがある。それが交流しつつも、締めるとこ
ろは締める感じで「じゃ、お互いがんばりましょ！」とそれぞれの時間に戻っていく絵が浮かぶ。

期間：12月28日(火)～29日(水)、1月3日(月) 
営業時間　9～18時まで　 
※スタッフ有人営業時間14時～18時

※ホロスコープとはその人が生まれた瞬間、天体が 
12星座のどのエリアに入っていたかを上から見た図
として表したもの。

自分を知りたい！から始まった学び

　またここから派生して必要だと思った知識の
幅が膨大で、自分でもどうしようかと思うくら
い広くて深い勉強に足を突っ込んでしまった
な、と後悔とワクワクが入り混ざった気持ちで
います。　 
　そして占星術のモチーフやデザインも魅力的
です。芸術品やクリスチャン・ディオールなど
歴史あるメゾンのコレクションはときめかずに
はいられないです。 
　一般的に星占いは「12星座で人をタイプ分け
する占い」と考えられていますが、実はとても
複雑で、膨大な情報を読み解いていく占いなの
です。占星術(astrology）-logyであることから
古くから学問として体系化されてきました。 
　今回は当スタジオのホロスコープ(※)を出し
て、どんな性格の場所なのかを私なりに読み解
いてみようと思います！

ざっくり西洋占星術のしくみ

✖
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12ハウス(領域)

10天体

12星座

天体ごとに12星座のいずれ
かの性質を持っていて、12
ハウスのうちどのハウスに
何の天体が入っているか等
を読んでいくものです。 
「私は〇〇座生まれ」は太
陽星座を表し、同じように
月星座、水星星座…となり
ます。 
　その人の性格を構成する3
大要素は太陽・月・アセン
ダントの星座です。

ざっくり

年末年始特別営業のご案内
目標に向かってお休み中もスタジオ利用を希望される全会員のみなさまを応援！ 

期間中、全プラン会員ご利用可能となります。 
この機会にぜひスタジオをご利用ください！

休館

12月24日(金) 
12月30日(木) 

1月2日(日)
〜

デイタイム 
レギュラー、ウィークデイ 
ホリデイ、ナイト 

プラン対象時間帯に限らず 
朝9時～18時までご利用可能 

受験生 
5時間以上ご利用可能

このような感じで、今回シンプルな部分のみ読んでみました。 
来年の運勢は太陽星座だけでなく、アセンダントの星座を参考にしても 
楽しいですよ！　

広報誌vol.2の 
インタビュー記事です
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　私が勉強していることは『西洋占星術』いわ
ゆる星占いです。「え、占い？」と思う人もい
らっしゃると思いますが、好きなことを学ぶこ
とも勉強。 
　本格的にやってみようと思ったきっかけは
『月星座』の存在を知ったからです(星占い好き
あるある)私の場合、性格を構成する3大要素の
うち2つが同じ星座だったので特にあてはまる
感覚が強かったのだと思います。子どもの頃か
ら好きだったというのもあります。 
　自己理解のために占星術を使うという手は結
構アリだと個人的には思っていて、自分でも言
葉にしきれなかった感情が読み解かれると
ちょっとホッとする感覚があります。他の星座
や天体、その他専門的なしくみを知るほど自分
や他人を理解するのに必要な観点であって、普
遍的なもののように感じました。


